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第 38 回全国消防長会東北支部消防職員意見発表会

新田理沙さんが最優秀賞
　

4
月
23
日
、
秋
田
市
で
行
わ
れ
た

第
38
回
全
国
消
防
長
会
東
北
支
部
消

防
職
員
意
見
発
表
会
で
新
田
理
沙
さ

ん
（
角
館
消
防
署
）
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
5
月
23
日
に
静
岡
県
浜
松
市

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が

決
定
し
ま
し
た
。
大
曲
仙
北
広
域
市

町
村
圏
組
合
、
秋
田
県
の
両
代
表
と

し
て
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
の
は
平

成
12
年
以
来
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　

新
田
さ
ん
が
動
画
サ
イ
ト
に
投
稿

し
た
心
肺
蘇
生
の
実
演
や
解
説
が
わ

か
り
や
す
く
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
含

め
、
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

角館ライオンズクラブ

市内小学校３校に体育用マットなど寄贈
　

角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
菊
地

道
彦
会
長
）
か
ら
体
育
用
マ
ッ
ト
、

Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
（
総
額
31
万
円

相
当
）
が
中
川
、
白
岩
、
桧
木
内
の

各
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、
目
録
の
贈

呈
が
４
月
26
日
、
同
ク
ラ
ブ
認
証
45

周
年
記
念
式
典
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
奉
仕
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
、
市
内
の
学
校
１
校

に
寄
贈
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
回
特
別
に
３
校
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

式
典
に
は
交
友
の
あ
る
県
内
外
の

ク
ラ
ブ
か
ら
関
係
者
約
１
５
０
人
が

出
席
し
認
証
45
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

秋田民謡全国大会で「秋田おばこ」披露

高橋キヌ子社中が優勝
　

４
月
12
日
、
大
仙
市
協
和
市
民
セ

ン
タ
ー
和
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
６

回
秋
田
民
謡
全
国
大
会
（
秋
田
県
民

謡
協
会
主
催
）
民
舞
の
部
で
、
高
橋

キ
ヌ
子
社
中
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
に
は
、
地
元
に
感
謝
を

込
め
て
、
神
代
市
民
体
育
館
で
「
さ

な
ぶ
り
民
謡
シ
ョ
ー
（
無
料
）」
を

所
属
す
る
秋
田
仙
北
会
（
熊
谷
信
子

会
主
）
主
催
で
開
催
予
定
と
の
こ
と

で
、
11
月
8
日
に
は
「
民
謡
・
民
舞

秋
田
県
連
合
大
会
」
が
、
仙
北
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
各
地

か
ら
出
場
し
、
両
国
国
技
館
で
の
全

国
大
会
出
場
権
を
競
い
ま
す
。

桜まつり期間中に特産品で魅了

姉妹都市・連携交流都市で物産展
　

角
館
の
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
る
仙
北
市
と
の
姉

妹
都
市
・
連
携
交
流
都
市
（
長
崎
県

大
村
市
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
、
秋

田
市
）
の
物
産
展
が
４
月
29
日
、
30

日
と
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
前
の
特

設
テ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
早

く
、
葉
桜
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た

が
、
大
村
市
名
物
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
や

皿
う
ど
ん
、
常
陸
太
田
市
の
地
酒
や

ド
ー
ナ
ツ
な
ど
、
地
元
で
し
か
手
に

入
ら
な
い
め
ず
ら
し
い
商
品
を
買
い

求
め
る
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
委
嘱
状
伝
達
式

岩
瀬
下
タ
野
・
西
下
タ
野
地
区
担
当
に
熊
谷
純
一
氏

行政相談委員で長きにわたり活躍

小西範子さんに感謝状贈呈
　

４
月
30
日
、
平
成
26
年
度
ま
で
西

木
地
区
で
行
政
相
談
委
員
を
務
め
ら

れ
て
き
た
小
西
範
子
さ
ん
（
上
桧
木

内
字
中
泊
）
に
総
務
大
臣
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
感
謝
状
は
長
年
の
ご
労
苦

に
対
し
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
小
西
さ

ん
は
平
成
15
年
か
ら
12
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
行
政
相
談
委
員
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
相
談
件
数
も
２
１
６
件

に
の
ぼ
り
、
多
く
の
課
題
解
決
に
全

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
後
任
の
新
山
敦
晃
さ
ん

（
西
明
寺
字
宮
田
）
が
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

総務大臣感謝状をいただいた小西範子さん（中央）。思い出をたず
ねると、「12 年のうち６年間は人権擁護委員との併任で大変な時
期もありましたが、皆様のお役に立つことができ、とても有意義
な時間を過ごすことができました」とお礼の言葉を述べました。

「（受賞は）周囲のサポートのおかげです」と謙虚に語った新田さ
ん。全国大会での活躍が期待されます。

受賞の報告に訪れた熊谷信子先生、煙山麻弥さん、進藤麻理奈さ
ん、佐藤かおりさん、高橋キヌ子先生（左から順に）

ＪＲ大宮駅で仙北市の魅力を伝える

神代中学校修学旅行隊が観光ＰＲ
　

４
月
11
日
、
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
構
内
で

神
代
中
学
校
修
学
旅
行
隊
が
、
仙
北

市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

の
一
環
と
し
て
、
地
元
の
魅
力
を
再

認
識
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　

旅
行
隊
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
提

供
の
米
、
自
作
の
樺
の
し
お
り
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
入
っ
た
袋
を

次
々
と
配
布
し
ま
し
た
。

　

駅
構
内
に
は
、
生
徒
た
ち
の
元
気

で
積
極
的
な
声
が
響
き
渡
り
、
充
実

し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

目録を受け取った熊谷教育長は「先生や子供たちと有効に活用し、
益々元気な学校づくりに励んでいく」と感謝を述べました。

大勢の人が行き交う中でのＰＲ活動。受け取った袋を喜んでくれ
る方々に生徒たちも話がはずみました。

　

４
月
13
日
付
け
で
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

熊
谷
純
一
氏
（
岩
瀬
下
タ
野
）
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
30
日
に

西
木
庁
舎
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
氏
は
「
地
域
の
た
め
に
尽
力
し
た
い
」

と
抱
負
を
話
さ
れ
、
岩
瀬
下
タ
野
・
西
下
タ

野
地
区
の
担
当
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

福
祉
の
た
め
に
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
電
話　

55
ー
１
８
３
２
）

　

５
月
５
日
、
第
13
回
あ
き
た
南
北

ジ
ュ
ニ
ア
強
化
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会

「
さ
く
ら
カ
ッ
プ
」
が
玉
川
河
川
敷

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
恒
例
の
こ
の
大
会
は
、

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
利
用
促
進
や

秋
田
県
南
北
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
交
流

を
目
的
に
、
春
は
仙
北
市
で
「
さ
く

ら
カ
ッ
プ
」、秋
は
北
秋
田
市
で
「
も

み
じ
カ
ッ
プ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
Ｆ

Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
と
田
沢
湖
エ

ス
ペ
ラ
ン
サ
を
含
め
、
県
南
８
チ
ー

ム
、
県
北
５
チ
ー
ム
の
全
13
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

さくらカップ 13 チームが熱戦

内陸線を活用し南北サッカー交流

物
産
展
で
は
、
め
ず
ら
し
い
商
品
が
所
狭
し
と

並
び
、
多
く
の
買
い
物
客
が
お
目
当
て
の
商
品

を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
激
し
い
攻
守
で
白
熱
の
戦
い
。

《
試
合
結
果
》
優
勝
・
西
仙
北
Ｆ
Ｃ
、
準
優
勝
・

北
秋
田
市
Ｌ
キ
ッ
カ
ー
ズ
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
３
位
・
Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ

地域の話題仙北市のできごとをおとどけ
　　　　　ちいきのわだい
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昭
和
58
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
普

通
共
用
林
野
区
域
内
の
入
山
規
制
を
、

今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、共
用
者
（
仙
北
市
民
）

に
対
す
る
入
山
許
可
証
（
個
人
券
）
の
交

付
を
、
次
の
と
お
り
開
始
し
ま
す
。
必
要

な
方
は
、
事
前
に
最
寄
り
の
交
付
場
所
で

申
請
し
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、料
金
徴
収
所
（
小
和
瀬
、黒
石
）

で
は
交
付
し
ま
せ
ん
。

●
入
山
許
可
証
の
交
付
場
所
／

◎
田
沢
湖
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
：

　

田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
、
田
沢
・
神

代
出
張
所

◎
西
木
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
：

　

農
山
村
活
性
課
（
西
木
第
２
庁
舎
）、

桧
木
内
・
上
桧
木
内
出
張
所

◎
角
館
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
：

　

角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
交
付
期
間
／
５
月
18
日 

月
～
６
月
18

日 

木  （
土
・
日
曜
日
は
交
付
し
ま
せ
ん
）

●
手
数
料
／
個
人
券
（
1
人
1
枚
）

　

１
０
０
０
円

※
市
民
の
方
す
べ
て
個
人
券
と
な
り
ま
す
。

※
市
外
の
入
山
者
は
１
人
１
日
１
０
０
０
円

普
通
共
用
林
野
区
域
内
の
入
山
規
制
と

入
山
許
可
証
の
交
付
に
つ
い
て

を
徴
収
し
ま
す
。

●
入
山
許
可
証
交
付
申
請
を
依
頼
さ
れ

て
来
ら
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
依

頼
人
の
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

確
認
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

入
山
規
制
に
つ
い
て

●
有
料
採
取
を
行
う
区
域
と
料
金
徴
収

場
所
／

◎
田
沢
湖
田
沢
字
小
和
瀬
沢
国
有
林
ほ

か
１
万
５
６
８
５
㌶

◎
小
和
瀬
林
道
入
口
、
黒
石
林
道
入
口

の
２
か
所

●
入
山
規
制
開
始
予
定
日
／
５
月
23
日 

土 

を
予
定
（
変
更
す
る
場
合
有
）

●
問
合
せ
／
仙
北
市
普
通
共
用
林
野
運

営
協
議
会
事
務
局  

田
沢
湖
地
域
セ
ン

タ
ー
（
田
沢
湖
庁
舎
）  

　

☎
（
43
）
１
１
４
７

秋
田
駒
ヶ
岳
山
開
き
参
加
者
募
集

　

夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
ひ
か
え
、
登
山
者

の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、
岩
手
県
雫

石
町
と
合
同
で
山
開
き
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
６
月
１
日 
月 
▼
９
時
：
市
役

所
田
沢
湖
庁
舎
出
発　

▼
10
時
10
分
：

神
事　

▼
10
時
40
分
：
記
念
登
山
出

発
（
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
）

▼
12
時
：
男
岳
頂
上
で
雫
石
町
と
交

歓
会　

▼
13
時
：
駒
ヶ
岳
八
合
目
へ

下
山
（
下
山
後
、
仙
北
市
を
会
場
に

懇
親
会
）

※
当
日
、
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。（
田
沢

湖
庁
舎
～
駒
ヶ
岳
八
合
目
間
）
ご
利
用
の

方
は
あ
わ
せ
て
申
込
く
だ
さ
い
。

●
式
典
会
場
／
駒
ヶ
岳
八
合
目
登
山
口

※
山
開
き
、
記
念
登
山
へ
の
参
加
は
無
料
で

す
が
、
下
山
後
の
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る

方
は
、
別
途
会
費
（
３
０
０
０
円)

を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

※
記
念
登
山
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
各
自
で

保
険
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
／
５
月
22
日 

金

●
申
込
・
問
合
せ
／
観
光
課
（
中
町
庁
舎
）

　

☎（
43
）３
３
５
２  

FAX（
54
）４
１
０
２

秋
田
駒
ヶ
岳
へ
登
山
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

マ
イ
カ
ー
乗
り
入
れ
規
制
の
お
知
ら
せ

　

混
雑
解
消
と
自
然
環
境
保
護
の
た
め
、

駒
ヶ
岳
登
山
口
（
か
も
し
か
駐
車
場
分

岐
点
）
か
ら
駒
ヶ
岳
八
合
目
ま
で
の
区

間
で
、
マ
イ
カ
ー
の
乗
り
入
れ
が
規
制

さ
れ
ま
す
。
規
制
実
施
日
は
、マ
イ
カ
ー

で
の
進
入
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
規
制
期
間
／
６
月
１
日
か
ら
10
月
31

日
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
と
、
６
月

21
日
か
ら
８
月
19
日
ま
で
の
平
日

●
規
制
時
間
／
５
時
30
分
～
17
時
30
分

※
規
制
時
間
前
で
も
八
合
目
駐
車
場
の
状
況

に
よ
り
規
制
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
規
制
対
象
／
全
車
両
（
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
許
可
車
両
等
は
除
き
ま
す
）

※
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
５
㍍
以
上
の
大
型
車
両

は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

※
規
制
対
象
以
外
の
車
両
は
、
定
期
バ
ス
に

続
い
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
代
替
バ
ス
／
規
制
実
施
日
に
、
高
原

温
泉
と
駒
ヶ
岳
八
合
目
間
に
定
期
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
乗
車
場
所
は「
ア

ル
パ
こ
ま
く
さ
」
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
仙
北
市
田
沢
湖
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
「
フ
ォ
レ
イ
ク
」
☎
（
43
）
２
１
１
１

　

県
と
仙
北
市
は
、
雪
下
ろ
し
の
安
全

対
策
・
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
住
宅

の
改
修
工
事
費
用
に
対
し
て
補
助
す
る

モ
デ
ル
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

世
帯
を
募
集
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
／
仙
北
市
内
に
お
住
ま

い
の
65
歳
以
上
の
方
（
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
達
す
る
方
を
含

む
）
ま
た
は
そ
の
方
と
同
居
す
る
方

安
全
・
安
心
な
雪
下
ろ
し
支
援
事
業
に
つ
い
て

●
補
助
対
象
工
事
／
雪
下
ろ
し
の
安
全
対

策
等
に
要
す
る
５
万
円
以
上
の
工
事

例
え
ば
…

◎
雪
下
ろ
し
の
安
全
対
策
を
図
る
た
め

の
命
綱
の
固
定
金
具
の
設
置
工
事

◎
屋
根
の
雪
を
溶
か
す
た
め
に
行
う
融

雪
装
置
の
設
置
工
事

※
既
に
実
施
し
て
い
る
工
事
や
完
了
し
た
工

事
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
市
や
県
の
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
補
助
金
の
額
／
工
事
費
の
25
万
円
ま

で
補
助

※
工
事
費
が
25
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
５
月
中
旬
～
６
月
中
旬

※
事
業
の
詳
細
や
申
込
方
法
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
募
集
世
帯
数
／
６
世
帯
程
度

※
申
込
み
さ
れ
た
世
帯
の
中
か
ら
、
補
助
対

象
の
世
帯
を
選
定
し
ま
す
。

●
そ
の
他
／
工
事
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
、
県
が
行
う
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
２
２
９
５

　

秋
田
県
企
画
振
興
部
地
域
活
力
創
造
課

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
１
２
３
８

　

市
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
、
在
宅
で

小
学
校
就
学
前
児
童
の
子
育
て
を
行
う

家
庭
に
対
し
、
市
が
指
定
す
る
有
料
の

子
育
て
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
支
払
い
に
あ

て
る
こ
と
が
で
き
る
「
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
券
」を
交
付
す
る
在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
券
」

を
取
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
指
定
店
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

場
合
は
指
定
申
請
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
関
わ
る
指
定
店
を
募
集
し
ま
す

●
申
請
期
限
／
５
月
29
日 

金 

●
申
請
手
続
・
問
合
せ
／
指
定
申
請
書

の
提
出
等
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

子
育
て
推
進
課
（
西
木
庁
舎
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
（
43
）
２
２
８
０

●指定店の募集を行う有料の子育て関連サービス

サービスメニュー サポート券を使える有料サービスの内容 指定店（募集）

予防接種 インフルエンザやおたふく風邪の予防接種 市内の医療機関

子育てタクシー 子育てタクシーの利用料金 子育てタクシー登録会社

絵本・育児書 幼児向け絵本、育児書の購入 市内の書店

らくがきセット 自由帳やペンのセット商品の購入 市内の文具店

幼児用靴 幼児用の靴の購入 市内の靴屋

記念写真撮影 子どもを含んだ記念写真の撮影やプリント料金 市内の写真店

バースデーケーキ等 子どものバースデーやクリスマスケーキの購入 市内の菓子店

在宅で小学校就
学前児童の子育
てを行う家庭

サポート券による
サービス利用

指定店

市

サポート券の
申請・交付

店舗指定・精算

事業のしくみ

今年は 5 月 27 日（水）開催 !

スポーツ・運動をしたら報告を !!

詳細は今回号の広報に折り込みのチラシをご覧ください。

【問合せ】仙北市チャレンジデー実行委員会事務局
　　　　（仙北市スポーツ振興課内）　☎４３- ３３９０

市民総参加健康づくりの日

報告は参加票回収箱へ投函・電話・ファックス・メー

ルでお願いします

information
市役所からのお知らせ
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国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
天
引
き

に
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
「
特

別
徴
収
」
と
い
い
ま
す
。

　

年
金
を
受
給
さ
れ
る
方
の
国
民
健
康

保
険
税
は
、
地
方
税
法
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
原
則
受
給
さ
れ
て
い
る
年

金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す
。

　

従
来
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
納
付

さ
れ
て
い
た
場
合
で
も
、
特
別
徴
収
が

優
先
さ
れ
ま
す
が
、
納
付
方
法
変
更
申

出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
（
納
付
書
に
よ
る
納
付

は
で
き
ま
せ
ん
。）へ
変
更
が
で
き
ま
す
。

●
特
別
徴
収
に
該
当
す
る
条
件
／
次

の
条
件
全
て
に
当
て
は
ま
る
場
合

①
国
保
加
入
者
全
員
が
65
～
74
歳
の

世
帯

②
国
保
加
入
中
の
世
帯
主
が
今
年
度

に
75
歳
に
到
達
し
な
い
世
帯

③
世
帯
主
の
年
金
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
方
（
た
だ
し
、
年
金
は
担
保
に

供
し
て
い
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。）

④
介
護
保
険
料
の
年
金
支
払
額
と
国

保
税
の
合
計
が
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
方

●
問
合
せ
／
税
務
課  

市
民
税
係
（
田

沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
７

●
改
正
概
要
／

①
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
を
見
直
し

ま
す
。

②
低
所
得
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
に

つ
い
て
、
経
済
動
向
等
を
踏
ま
え
、
所
要
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
税
務
課  

市
民
税
係
（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
７

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て

●納める時期と算定方法

仮徴収 本徴収

4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

前年所得が確定するまでは、仮算定された保

険税額を納めます。

新規で特別徴収該当する場合
　　前年度税額をもとに仮算定します。

　　１回分＝前年度年税額×１／６

継続して特別徴収該当する場合
　　前年度２月の特別徴収額と同額が

　　１回分となります。

前年所得が確定した後は、本算定された保険税

額を納めます。

新規で特別徴収該当する場合
　　７月・８月・９月は普通徴収となり、

　　残りが特別徴収となります。

継続して特別徴収該当する場合
　　年税額から仮徴収税額を差し引き、

　　残りを３回に分けます。

　新たに国民健康保険税が年金から天引きされる場合、７月から９月は、納付書により納付する方法（普通
徴収）で国民健康保険税を納めていただき、１０月以降は、１０月、１２月、２月に支給される年金から天引
きされることとなります。
　前年度から継続して年金から天引きされる場合など、４月、６月、８月に国民健康保険税が年金から天引
きされたときは、今年度の国民健康保険税の算出額から、４月、６月、８月に年金天引きされた額を差し引
いた額が、１０月、１２月、２月に支給される年金からの天引き額となります。

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
ご
質
問

Ｑ　

10
月
か
ら
就
職
し
社
会
保
険
に
加
入
し
た
の
で
、
10

月
納
期
分
の
国
保
税
は
納
め
な
く
て
い
い
で
す
か
？ 

Ａ　

国
民
健
康
保
険
税
は
１
年
分
を
８
期
に
分
け
て
納
付

い
た
だ
く
た
め
、
各
月
納
期
分
の
税
額
が
そ
の
月
の
加

入
分
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
保
を
脱
退
し

た
と
き
は
、
加
入
月
数
に
応
じ
て
精
算
し
ま
す
の
で
、

10
月
か
ら
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
保
税
は
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
分
に
な
り
ま
す
が
、
７
月

か
ら
納
付
の
た
め
10
月
に
精
算
分
の
納
付
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

10
月
で
65
歳
に
な
り
ま
す
が
、
国
保
税
は
下
が
り
ま

す
か
？

Ａ　

年
度
途
中
で
65
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、
65
歳
に
な
る

前
月
ま
で
の
介
護
保
険
分
を
７
月
の
税
額
決
定
時
か
ら

８
期
に
分
け
て
計
算
し
て
い
ま
す
。
10
月
に
65
歳
に
な

る
場
合
、
介
護
保
険
分
は
、
は
じ
め
か
ら
４
月
か
ら
９

月
の
６
か
月
で
計
算
し
て
い
ま
す
の
で
、
65
歳
に
な
ら

れ
た
後
に
税
額
が
下
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

今
年
75
歳
に
な
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
税
は
ど

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

年
度
内
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、
当

初
７
月
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
で
、
あ
ら
か
じ
め

誕
生
月
の
前
月
分
ま
で
の
加
入
期
間
で
計
算
さ
れ
、
８

期
で
均
等
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢

到
達
後
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
移
行
と
な
り
ま
す

の
で
、
原
則
誕
生
月
の
翌
月
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
期
割
の
関

係
上
、
納
付
の
期
間
が
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
と
重
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

年
金
か
ら
の
天
引
き
で
は
な
く
、
納
付
書
で
納
付
し

た
い
の
で
す
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

65
歳
以
上
の
方
の
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
納

付
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
方
税
法

に
よ
り
原
則
と
し
て
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
す
べ

て
の
納
税
義
務
者
の
方
は
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
金

融
機
関
へ
の
口
座
振
替
依
頼
と
市
役
所
窓
口
へ
納
付
方

法
の
変
更
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

Ｑ　

毎
年
収
入
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
納
付
書
で
の

納
付
に
な
っ
た
り
、
年
金
天
引
き
に
な
っ
た
り
す
る
の

で
す
か
？

Ａ　

税
率
の
改
正
や
わ
ず
か
な
収
入
の
違
い
で
毎
年
税
額

が
変
わ
り
ま
す
。
年
金
天
引
き
の
要
件
の
ひ
と
つ
に「
介

護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
を
合
わ
せ
た
額
が
年
金

支
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と
。」
と
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
度
は
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
わ
ず
か
な
税

額
の
違
い
や
、
年
金
支
給
額
の
違
い
で
切
り
替
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
75
歳
に
到
達
す
る
年
度
は
納

付
書
で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

同
一
年
度
内
に
年
金
天
引
き
分
と
納
付
書
で
の
納
付

分
と
両
方
あ
る
の
で
す
が
…

Ａ　

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
要
件
を
満
た
す
と
年
金
か
ら

の
天
引
き
が
始
ま
り
ま
す
。
新
た
に
仮
徴
収
が
始
ま
る

方
は
昨
年
の
税
額
を
基
に
仮
徴
収
額
を
算
定
す
る
た
め

そ
の
分
は
天
引
き
と
な
り
、
改
め
て
本
年
度
の
税
額
を

計
算
し
た
と
こ
ろ
年
金
天
引
き
の
要
件
を
満
た
さ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
、４
月
、６
月
、

８
月
は
年
金
天
引
き
、
10
月
の
本
徴
収
か
ら
は
納
付
書

で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

課税限度額の改正
国民健康保険税の「医療保険課税額」に係る課税限度額を 52
万円（現行 51 万円）に、「後期高齢者支援金等課税額」に係
る課税限度額を17万円（現行16 万円）に、「介護納付金課税額」
に係る課税限度額を 16 万円（現行 14 万円）に引き上げます。

保険税軽減範囲の改正
平成 26 年度に引き続き、低所得者の国民健康保険税の軽減措置の対象を拡大するため、国民
健康保険税の 5 割軽減と 2 割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の引上げを行います。

平
成
27
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
と

保
険
税
軽
減
範
囲
が
変
わ
り
ま
す

平成 26 年度限度額（改正前）

医療分 51 万円

支援金分 16 万円

介護分 14 万円

計 81 万円

平成 27 年度限度額（改正後）

医療分 52 万円

支援金分 17 万円

介護分 16 万円

計 85 万円

軽減判定所得

区分
改正前

世帯主と国保加入者の所得額
改正後

世帯主と国保加入者の所得額

7 割軽減基準額 33 万円以下 33 万円以下

5 割軽減基準額 33 万円以下 +24.5 万円×被保険者数 33 万円以下 +26 万円×被保険者数

2 割軽減基準額 33 万円以下 +45 万円×国保加入者数 33 万円以下 +47 万円×国保加入者数

※国保加入者数には、同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した方を含みます。

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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　あきた結婚支援センターとは、県や県内全市町村、各種団体が共同で設立した法人で、県内に3つのセンター（秋田
市・横手市・大館市）を設置しています。結婚を希望する独身男女の出会いを支援するために会員制によるマッチング
事業や、出会いイベントの無料メルマガ配信などを行っています。

仙北市では独身の方の
出会いを応援します

あきた結婚支援センター
個別マッチング（お見合い）事業  入会登録料（10,000円）を

北センター
大 館 市

※助成に関する手続きは登録時にセンターで行ってもらいます。
　（仙北市窓口での手続きは必要ありません。）

仙北市が全額助成します

あらかじめ登録された会員の中から、お相手をパソコン検索システムにより選び、個別にお会い
するシステムです。

出会いイベント情報を随時メールであなたの手元に配信するシステムです。
メルマガ登録の登録料や年会費等は無料です。
ただし、通信に関する接続費用は利用者の負担となります。

センターの問い合わせ先
【各センター共通】 0800-800-0413

〒017-0843 大館市字中町5　TEL.0186-57-8611
【旧正札竹村ビル2階】

※年末年始を除く ※年末年始を除く ※年末年始を除く

●

●●

●

● ●

● ●

月曜～金曜
13：00～21：00
土曜・日曜
9：00～18：00

中央センター
秋 田 市

〒010-0001 秋田市中通6丁目7-36　TEL.018-874-9471
【フォーラムあきた1階】

●

●

●

●

●

●

月曜～金曜
9：00～21：00
土曜・日曜
9：00～18：00

南センター
横 手 市

〒013-0022 横手市四日町6-8　TEL.0182-38-8801
【横手市役所本庁向】

月曜～金曜
13：00～21：00
土曜・日曜
9：00～18：00

個別
マッチング
事業の
しくみ

メルマガ
登録の
しくみ

電話予約のうえ
本人がセンター
へ来所して会員
登録

http://www.sukoyaka-akita.com登録はこちらから

センターの
パソコンで本人
が直接、希望する
お相手を検索

お相手を選択し
マッチング申込

センターにおいて
お話し合いを
していただきます

カップル成立
交際スタート
ご成婚

大館市立
総合病院

大館
市役所

羽　州　街　道

南　通　り 明田地下道→

中　央　通　り
アトリオン

岩手銀行

秋
田
駅

秋田市民
市場

イヤタカ

● ● ●

●

●

●

●

横
手
駅

横手ステーションホテル

北日本銀行

秋田銀行

横手市役所
本庁舎

かまくら館虹のホール
アグレム

中通総合病院

NTTグランドパーク
ホテル大館

秋田銀行

ハチ公プラザ

北都銀行

北センター

中央センター
南センター

７
７

富士見大橋

13

（1）入会申込書

（2）本人・住所を確認できる書類

（3）独身を確認できる書類

（4）入会登録料10,000円

※下記アドレスから申込書を入手し、ご記入のうえお持ちいただくか、センターでご記入い
ただいても結構です。

※運転免許証、パスポートなど

※仙北市長が発行する「独身証明書」または「戸籍抄本」

※登録日から3年間有効 ※入会後、登録料以外の費用は一切かかりません。 ※写真について
は任意です。  ※写真を登録する場合は、センターで撮影することもできます（無料）。また、お
持ちいただくことも可能です。（Lサイズ程度、3ヶ月以内に撮影されたもの1枚）

会員登録の際、
センターへ
お持ちいただく
もの

仙北市が助成します！

対象者：仙北市に住民登録している方 ／ 3年間有効

仙北市子育て推進課（西木庁舎）TEL.0187-43-2280助成制度に関する問い合わせ先

　

市
内
で
独
身
の
方
を
対
象
と
し
た
出

会
い
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
団
体
に

対
し
、開
催
経
費
を
補
助
し
ま
す
。ま
た
、

内
容
に
よ
っ
て
は
秋
田
県
少
子
化
対
策

応
援
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
（
助
成
率
10

分
の
10
～
３
分
の
１
）
を
受
け
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
事
業
／
市
内
で
開
催
さ
れ

る
、
独
身
者
が
出
会
う
た
め
の
交
流

会
等

独
身
男
女
の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
団
体
に

補
助
支
援
し
ま
す

　
《
例
え
ば
…
》
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
、
地

域
お
こ
し
を
通
じ
た
独
身
者
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
や
街
コ
ン
な
ど

●
補
助
対
象
経
費
／
会
場
使
用
料
、
借

上
料
、
広
告
宣
伝
費
、
講
師
謝
礼
、

消
耗
品
等
、
そ
の
他
事
務
経
費
な
ど

（
飲
食
に
か
か
る
経
費
は
補
助
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。）

●
補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
／
上
限
15
万
円

●
問
合
せ
／
子
育
て
推
進
課（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
８
０

　

今
年
度
よ
り
仙
北
市
へ
ふ
る
さ
と
納

税
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
、
そ
の
お
礼

と
し
て
「
ふ
る
さ
と
便
」
を
贈
呈
す
る

事
業
を
始
め
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
便
」と
し
て
、商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所

や
個
人
事
業
主
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
便
の
代
金
お
よ
び
送

ふ
る
さ
と
納
税　

ふ
る
さ
と
便
事
業

返
礼
品
取
扱
事
業
者
を
募
集
中
で
す

料
は
市
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

出
品
希
望
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
１
１
１
２

※
出
品
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
便
の
取
扱
い
は
８

月
以
降
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
試
験
区
分
／
大
学
卒 

・
一
般
行
政
職

●
採
用
人
数
／
若
干
名

●
受
験
資
格
／

①
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
大
学
（
短
大
、
高
専
含
む
）

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

●
第
１
次
試
験
／

◎
日
時
／
７
月
26
日 

日 

　

９
時
～
試
験
受
付

◎
会
場
／
秋
田
県
市
町
村
会
館

　
（
秋
田
市
山
王
４
丁
目
２-

３
）

◎
内
容
／
大
学
卒
業
程
度
の
教
養
試
験

●
第
２
次
試
験
／
第
１
次
試
験
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
用
紙
の
請
求
／
申
込
用
紙
・
受

験
案
内
は
、
５
月
27
日 

水 

か
ら
、
田

沢
湖
庁
舎
は
総
務
課
、
角
館
庁
舎
・

西
木
庁
舎
は
地
域
セ
ン
タ
ー
で
交
付

し
ま
す
。
郵
便
請
求
の
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を

明
記
し
て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
サ
イ
ズ
）

平
成
27
年
度 

仙
北
市
職
員
（
大
学
卒
一
般
行
政
職
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

を
必
ず
同
封
し
て
、
総
務
課
職
員
係

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
普

通
郵
便
の
事
故
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

に
よ
る
請
求
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
手
続
き
／
申
込
書
等
の
所
要
事

項
を
記
入
し
、
受
験
票
部
分
に
は
最

近
撮
影
し
た
写
真
を
貼
っ
て
、
総
務

課
職
員
係
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
）。
な
お
、
角
館
・
西
木

地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、受
付
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
受
付
期
間
／
６
月
10
日 

水 

～
７

月
１
日 

水 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　

郵
送
の
場
合
は
、
７
月
１
日
必
着
に

限
り
ま
す
。

※
今
回
は
〔
大
学
卒
一
般
行
政
職
〕
の
み
の

お
知
ら
せ
で
す
。
他
の
職
種
の
採
用
試
験

に
つ
い
て
は
、
広
報
せ
ん
ぼ
く
７
月
16
日

号
に
掲
載
予
定
で
す
。

※
短
大
高
専
卒
の
方
は
、今
後
募
集
す
る
〔
高

校
卒
一
般
行
政
職
〕
の
採
用
試
験
を
受
験

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の
〔
大
学
卒
一

般
行
政
職
〕
を
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
せ
／

　

仙
北
市
総
務
部
総
務
課
職
員
係

　

〒
０
１
４-

１
２
９
８

　

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

☎
（
43
）
１
１
１
１

information
市役所からのお知らせ

9 8広報せんぼく



保健・健康の掲示板 Bulletin board ほけん・けんこうのけいじばん

 9:30 ～ 11:00
　　ＪＡ秋田おばこ角館支店

11:30 ～ 13:00
　　（株）安藤醸造北浦本館

14:30 ～ 16:00
　　市立角館総合病院

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00
　　ワンダーモール

◆ 問合せ／保健課  ☎ 55-1112

18 日 月

24 日 日

５月の献血日程

【全血/400ml献血にご協力ください】

『若返り教室』のお知らせ

介護予防教室

包括支援センターでは、高齢者の方々が地域で元気に暮らすお手伝いを

します。

足の手入れや、自分でできる簡単なマッサージ方法などを学びます。足

は内臓を映す鏡とも言われ、刺激することで内臓が温まり働きも良くな

ります。足もとが整うことで得られる効果を体感し、続けることで、心

も体も健康で過ごしましょう。

たくさんの方々の参加をお待ちしています。

◆ 日時／① 6 月 17 日 ② 6 月 24 日 ③ 7 月 1 日 ④ 7 月 8 日 ⑤ 7 月

15 日 ⑥ 7 月 22 日 ⑦ 7 月 29 日（各回水曜日）10:00 ～ 11:30
◆ 会場／角館交流センター（和室）

◆ 対象／ 65 才以上の方で要介護・要支援の認定を受けていない方

◆ 内容／“体調が思わしくない方、足の痛い方、膝の痛い方にもおすすめ”

　　　　無理なく簡単！！自分でできる足のマッサージ
◆ 講師／ 1 回目と 7 回目：渡辺ユミ子氏（秋田市）

　　　  2 回目から 6 回目：進藤ミツホ氏（田沢湖）

◆ 準備するもの／タオル、水分補給のための水かお茶

◆ 申込締切／ 6 月 3 日 水

◆ 申込・問合せ／仙北市包括支援センター  ☎ 43-2283

仙北市保健課   ☎55-1112

健康ワンポイント

こ
こ
ろ
を
元
気
に
す
る
生
活
習
慣

　
原
因
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
繰
り
返
さ
れ

る
体
の
不
調
は
「
こ
こ
ろ
の
叫
び
」
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
ろ
の
病
は
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
の
で
す
。
自
身
の
こ
こ
ろ
の

状
態
を
よ
く
知
り
、
対
処
す
る
こ
と
で
こ

こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

　
ス
ト
レ
ス
と
は
、
こ
こ
ろ
が
外
部
か
ら

刺
激
を
受
け
た
と
き
に
生
じ
る
緊
張
状
態

の
こ
と
で
す
。
人
間
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
て

当
た
り
前
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い

よ
う
に
工
夫
し
て
上
手
に
付
き
合
っ
て
い

け
ば
い
い
の
で
す
。
気
分
転
換
法
と
し
て

読
書
や
音
楽
・
映
画
鑑
賞
、
お
し
ゃ
べ
り
、

温
泉
、
散
歩
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
旅
行
な
ど

も
お
勧
め
し
ま
す
。

生
活
習
慣
を
整
え
る
ポ
イ
ン
ト

①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
１
日
３

食
よ
く
噛
ん
で
味
わ
い
ま
し
ょ
う
！

②
無
理
の
な
い
運
動
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
！

③
質
の
良
い
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
！

困
っ
た
と
き
は
相
談
し
ま
し
ょ
う

　
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
が
い
つ
ま
で
も
解
決
で

き
な
い
、
心
身
の
不
調
が
続
い
て
い
る
な
ど

一
人
で
解
決
で
き
な
い
と
き
は
、
と
に
か
く

誰
か
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
打
ち
明
け

る
こ
と
で
心
が
軽
く
な
っ
た
り
解
決
の
糸
口

が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次のような状態が２週間以上続いているときは、 あな

たのこころが疲れているのかもしれません。周囲に

このような人がいる場合も相談を勧めてください。

①眠れない。または、長く寝ても眠った感じがしない。

②食欲がない。または、食べ過ぎてしまう。

③気分が落ち込む。悲しい。やる気が起きない。

④頭痛、肩こり、便秘等の体調不良が続く。

⑤集中できない。物事を考えられない。

⑥飲酒量が増える。

おかしいなと感じたら専門機関へ相談しましょう！

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

    

５
月
29
日 

金   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
１
１
１
７

【
平
成
27
年
６
月
１
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の

で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
固
定
資
産
税
・
第
１
期

◎
軽
自
動
車
税
・
第
全
期

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、
地

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

５
月
29
日 

金

『
夜
間
納
税
窓
口
』
開
設
の

お
知
ら
せ

　

マ
イ
マ
イ
ガ
の
相
談
が
徐
々
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
マ
イ
ガ
の
大
量

発
生
は
２
、３
年
継
続
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
発
生
を
止
め
る
方
法
や
一
斉

駆
除
の
有
効
な
方
法
は
確
立
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
幼
虫
の
う
ち
に
駆
除
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

●
マ
イ
マ
イ
ガ
の
生
態
／
８
月
頃
か
ら

翌
年
４
月
頃
ま
で
卵
で
過
ご
し
、
ふ

化
す
る
と
幼
虫
（
毛
虫
）
に
な
り
ま

す
。
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
成
虫

に
な
り
、
数
日
の
う
ち
に
産
卵
し
ま

す
。
成
虫
の
寿
命
は
、
１
週
間
か
ら

10
日
ぐ
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
特
徴
／
卵
は
５
０
０
個
く
ら
い
ま
と

ま
っ
た
卵
塊
で
生
ま
れ
、
木
の
幹
や
建

物
の
壁
な
ど
に
み
ら
れ
ま
す
。幼
虫（
毛

虫
）
は
糸
を
出
し
、
風
に
乗
り
拡
散
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
虫
は
水
銀
灯

の
照
明
や
白
っ
ぽ
い
外
壁
を
好
み
、
そ

の
付
近
に
産
卵
し
ま
す
。

●
人
体
へ
の
影
響
／
皮
膚
の
弱
い
人
、

幼
児
な
ど
が
毛
虫
に
触
れ
る
と
痛
み

が
あ
っ
た
り
、
か
ぶ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
、
成
虫

の
羽
に
あ
る
り
ん
粉
が
肌
に
つ
く
と

蛾
（
マ
イ
マ
イ
ガ
）
の
大
量
発
生
に
つ
い
て

発
疹
の
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

マ
イ
マ
イ
ガ
に
は
直
接
触
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
卵
の
除
去
／
成
虫
に
殺
虫
剤
を
使
用

し
て
も
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

翌
年
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

８
月
頃
か
ら
翌
年
４
月
頃
の
う
ち
に
卵

塊
を
除
去
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

◎
底
部
を
切
り
取
っ
た
角
形
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ヘ

ラ
を
使
い
卵
塊
を
そ
ぎ
落
と
し
ま
す
。

そ
ぎ
落
と
し
た
卵
塊
は
、
土
に
埋
め

る
か
、
可
燃
ご
み
と
し
て
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。
除
去
作
業
の
際
は
、
マ

ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
粘
着
テ
ー
プ
で
貼
り
付
け
て
は
が
す

こ
と
を
数
回
繰
り
返
す
と
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
卵
や
粘
着
テ
ー
プ
は
、
可
燃
ご
み
と
し
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
幼
虫
の
駆
除
／
小
さ
い
幼
虫
は
①
か

②
の
方
法
で
、
大
き
い
幼
虫
は
殺
虫

剤
や
農
薬
が
効
か
な
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
①
の
方
法
で
駆
除

①
捕
殺
…
バ
ケ
ツ
に
水
と
少
量
の
洗
剤

を
入
れ
て
お
き
、
火
ば
さ
み
等
で
捕

ま
え
、中
に
入
れ
溺
死
さ
せ
ま
す
。（
溺

死
さ
せ
た
幼
虫
は
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
、

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
使
い
終
わ
っ

た
水
は
必
ず
希
釈
し
て
か
ら
下
水
道

等
に
流
し
、
河
川
や
側
溝
に
は
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。）

※
長
袖
や
手
袋
等
を
着
用
し
、
直
接
触
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②
ケ
ム
シ
用
の
殺
虫
剤
や
農
薬
（
登
録

農
薬
：
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
、
ス
ミ
パ
イ

ン
乳
剤
）
に
よ
る
駆
除

※
農
薬
の
使
用
は
捕
殺
な
ど
の
駆
除
が
で
き

な
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の
み
に

と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。

※
農
薬
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
薬
剤
の

使
用
方
法
や
注
意
事
項
を
厳
守
し
て
く
だ

さ
い
。

●
サ
ナ
ギ
の
駆
除
／
駆
除
し
た
サ
ナ
ギ

は
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

 

《
大
量
発
生
時
は
、
皮
膚
炎
対
策
、
拡

大
防
止
、
来
年
に
向
け
た
発
生
予
防

が
重
要
と
な
り
ま
す
》

●
問
合
せ
／
市
民
生
活
課
環
境
保
全
係

（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
０
８

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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仙
北
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
各
テ
ー

マ
を
通
じ
て
『
食
育
』
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
仙
北
市
の
食

育
推
進
事
業
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
の
計
画
も
あ
わ
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
校
給
食
か
ら
食
育
推
進
を

　

仙
北
市
で
は
平
成
29
年
度
ま
で
に
、
農

産
物
生
産
者
と
加
工
者
の
所
得
を
10
％
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
学
校
給
食
で

の
地
場
食
材
（
仙
北
市
産
農
作
物
や
そ
の

加
工
品
）
の
利
用
拡
大
を
は
か
る
た
め
、

地
場
食
材
の
生
産
・
加
工
・
流
通
体
制
に

つ
い
て
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
目
標

達
成
に
む
け
て
必
要
な
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
現
在
、
仙
北
市
の
3
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
、
西
木
、
角
館
）

毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
流
通
者
（
農
協
、
流
通

会
社
等
）
に
対
し
て
、
農
産
物
や
そ
の
加

工
品
（
冷
凍
カ
ッ
ト
野
菜
等
）
を
発
注
し

て
い
ま
す
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
発
注
し

た
農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
流
通
ま
で
の

各
計
画
を
一
元
化
で
き
る
組
織
と
し
て
給

食
セ
ン
タ
ー
、
農
産
物
生
産
農
家
、
農
産

物
加
工
者
、
流
通
者
に
よ
る
協
議
会
を
設

置
し
ま
す
。（
仙
北
市
学
校
給
食
地
場
食

材
利
用
拡
大
推
進
協
議
会
）

仙北市食育推進会議・総合産業研究所    ☎ 43-2243 毎月 19 日は食育の日6 月は食育推進月間

食
育
に
取
り
組
も
う
！具

体
的
に
何
を
し
て
い
く
の
？

　

協
議
会
は
学
校
給
食
の
献
立
計
画
を
基

に
、
そ
の
月
毎
に
開
催
さ
れ
農
作
物
の
作

付
け
シ
ー
ズ
ン
の
前
に
各
農
作
物
が
ど
れ

だ
け
必
要
な
の
か
を
把
握
し
作
付
け
の
計

画
を
し
ま
す
。
地
元
で
作
っ
た
農
産
物
を

地
元
の
小
・
中
学
生
が
毎
日
の
学
校
給
食

で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
給
食
セ

ン
タ
ー
、
生
産
者
、
加
工
者
、
流
通
者
が
協

力
し
た
組
織
と
し
て
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

　

も
し
「
学
校
給
食
で

仙
北
市
産
の
じ
ゃ
が
い

も
を
使
い
た
い
！
」

　　

と
思
っ
た
と
き
、
必
要
な
数
量
や
使
用

時
期
、
加
工
し
た
い
形
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
明
確
で
あ

る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

協
議
会
で
は
学
校
給
食
を
通
し
て
更
な

る
食
育
の
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
１
日
か
ら
仕
組
み
を
一
新
し
た
仙
北
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
（
市
外
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
か
ら
の
市
へ
の
寄
付
金
）
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
に
仮
デ
ビ
ュ
ー

し
た
と
た
ん
、
わ
ず
か
一
週
間
で
昨
年
度
の
実

績
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
す
ご
い
！

　

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
は
、
返
礼
品
と
納

税
金
の
使
い
道
を
選
べ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
で
、
納
税
者
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決

裁
で
き
ま
す
。
納
税
者
に
送
る
返
礼
品
（
地
元

の
特
産
品
な
ど
）
は
、
そ
の
額
に
応
じ
た
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
確
定
申
告
を
し

な
く
て
も
税
金
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
制
度
も

始
ま
る
な
ど
、
プ
レ
ミ
ア
ム
感
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
に
参
加
し
た
こ
と
で
、

全
国
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
け
る
可

能
性
が
グ
ン
と
高
ま
り
、
返
礼
品
を
全
国
に
紹

介
し
な
が
ら
、
市
内
経
済
の
活
性
化
も
期
待
で

き
る
な
ど
、
そ
の
効
果
は
広
範
に
及
ぶ
と
予
想

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
が
仮
デ
ビ
ュ
ー
で
準
備
し
た
返
礼
品

は
53
品
目
。
７
月
の
本
格
運
用
に
向
け
、
さ
ら

に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
返
礼
品
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。

　

納
税
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
次
の
６
項
目
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

①
田
沢
湖
再
生
と
ク
ニ
マ
ス
の
里
帰
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
に
使
用
。

②
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
全
般
に
使
用
。

③
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
育
む
各
事
業
に

使
用
。

④
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
を
守
る
事

業
に
使
用
。

⑤
観
光
を
軸
と
し
た
交
流
促
進
に
必
要
な
事

業
に
使
用
。

⑥
そ
の
他
納
税
者
が
希
望
す
る
事
業
に
使
用
。

　

な
ど
で
す
。

　

全
国
的
に
見
る
と
、
仙
北
市
の
返
礼
品
付
き

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み
は
、
決
し
て
早

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
を
研
究
で
き
た
こ
と
で
、
最
先
端
の

仕
組
み
づ
く
り
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
ご
招
待
券
、
牛
や
豚
の
オ
ー
ナ
ー
権
利
、
変

わ
り
種
で
は
一
日
町
長
体
験
と
言
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
日
本
全
国
知
恵
比
べ
競
争
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
納
税
意
義
の

本
質
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

『
ふ
る
さ
と
納
税
が
す
ご
い
ゾ
！
』

No.81

まちづくり
日記

生涯学習課　 ☎43-3383

田沢湖公民館 ☎43-1061

角館公民館　 ☎54-1110

西木公民館　 ☎47-3100

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

有
隣
館
角
館
道
場

　

市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
し
て
み
た
い
な
ど
、
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
紹
介

活動日時　毎週火・水・金曜日　19:00～21:00

活動場所　角館武道館　会員数  30 人

　

私
た
ち
有
隣
館
角
館
道
場
で
は
、
剣
道
が
好

き
な
保
育
園
児
か
ら
60
代
ま
で
の
幅
広
い
年
代

の
会
員
が
集
ま
り
賑
や
か
に
週
３
回
の
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
剣
道
を
通
じ
て
子
ど
も

達
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

見
学
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
直
接
、
稽

古
の
日
に
角
館
武
道
館
に
来
ら
れ
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
初
心
者
の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

山
野
草
の
寄
せ
植
え
講
座

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
申
込
期
間
の
平
日
８

時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
　
受
講
者
募
集

　

山
野
草
の
寄
せ
植
え

で
小
さ
な
鉢
の
中
に
ひ

と
つ
し
か
な
い
世
界
を

作
り
、
季
節
の
変
化
を

感
じ
取
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
全
５
回
の
開
催
で

季
節
の
木
や
花
で
作
り
ま
す
。

《
日
時
》
５
月
27
日
、
６
月
17
日
、
７
月
15
日
、

８
月
26
日
、
10
月
21
日
（
毎
回
水
曜
日
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

《
会
場
》
西
木
公
民
館

《
講
師
》
戸
澤
徳
昭
氏
（
草
苑
は
な
ず
さ
）

《
材
料
代
》
花
、
苔
代
１
０
０
０
円
～
１
５
０
０
円

（
受
講
時
毎
）、
セ
メ
ン
ト
・
針
金
等
１
０
０
０

円
（
初
回
）

《
持
ち
物
》
エ
プ
ロ
ン
・
ゴ
ム
手
袋
・
ピ
ン
セ
ッ
ト

《
募
集
定
員
》
15
人
（
先
着
順
締
切
）

《
申
込
期
間
》
５
月
18
日
月
～
22
日
金

　

ス
ト
レ
ッ
チ
！
ボ

デ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
！

ス
テ
ッ
プ
！
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
で
健
康
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
簡
単
な
ス

テ
ッ
プ
の
振
り
付
け
を

覚
え
る
こ
と
で
認
知
症

防
止
や
普
段
使
わ
な
い

部
分
を
動
か
す
こ
と
で

身
体
操
作
の
低
下
防
止

に
す
ご
く
役
立
ち
ま
す
。

　

全
６
回
の
レ
ッ
ス
ン
で
振
り
付
け
を
完
成
さ

せ
て
、
思
い
ど
お
り
に
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

《
日
時
》
６
月
４
・
11
・
18
・
25
日
、
７
月
２
・

９
日
（
毎
週
木
曜
日
）
10
時
～
11
時
30
分

《
会
場
》
西
木
公
民
館

《
講
師
》
進
藤
臣
智
氏

《
受
講
料
》
無
料

《
持
ち
物
》
運
動
の
で
き
る
服
装
、
ス
ニ
ー
カ
ー

（
内
履
き
用
）

《
募
集
定
員
》
12
人
（
先
着
順
締
切
）

《
申
込
期
間
》
５
月
18
日
月
～
22
日
金

　

５
月
31
日
の
一
斉
植
栽
に
併
せ
て
、
花
苗
の

販
売
イ
ベ
ン
ト
「
花
の
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
で
は
季
節
の
花
な
ど
多
数
取
り
揃
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
５
月
31
日
日　

10
時
～
14
時

《
会
場
》
仙
北
市
役
所
西
木
庁
舎
駐
車
場

「
花
の
市
」
開
催
に
つ
い
て

　

季
節
の
花
と
ハ
ー
ブ
で
寄
せ
植
え
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
講
師
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
初
心

者
の
方
で
も
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
５
月
31
日
日　

13
時
30
分
～
14
時

《
会
場
》
仙
北
市
役
所
西
木
庁
舎
駐
車
場

《
講
師
》
田
沢
湖
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
・
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ

《
材
料
代
》
１
５
０
０
円

《
定
員
》
20
人
（
先
着
順
締
切
）

《
申
込
期
間
》
５
月
18
日
月
～
28
日
木

※
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

花
と
ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え
講
座

　

今
年
も
国
道
１
０
５
号
（
西
木
町
堂
村
～
西

荒
井
間
）
道
路
花
壇
へ
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
一

斉
植
栽
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多

数
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
日
時
》
５
月
31
日
日　

雨
天
決
行

　

８
時
30
分　

開
会
行
事
（
西
木
庁
舎
前
）

　

８
時
45
分　

植
栽
開
始　

※
終
了
予
定
11
時

に
し
き
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
１
０
５

一
斉
植
栽
の
実
施
に
つ
い
て

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
事
業
関
連
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知
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せ

お
知
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せ

イ
ベ
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セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

OSHIRASE NAVIイベント

仙北市市制 10 周年記念事業
陸上自衛隊
東北方面音楽隊コンサート

【日時】6 月 13 日 土  12:30 ロビー開

場　13:00 客席開場　14:00 開演

【会場】仙北市民会館大ホール

【入場料】無料（ただし入場整理券必要）

【整理券配布場所】田沢湖図書館、田沢湖・

角館・西木各地域センター

【整理券配布開始】5 月 20 日 水 10:00 ～

【問合せ】仙北市民会館  ☎ 43-3143

平成２７年度
第１回パソコンセミナー
　仙北市の方で、転職や再就職を希望し

ている 60 歳未満の方々を対象に、パソ

コンセミナーを開催します。また、雇用

保険受給者の方は、求職活動の実績とし

てカウントできますので、ぜひご参加く

ださい。なお、応募の状況により受付を

早めに締め切る場合がありますのでご了

承ください。

【開催日】 ▼ 5 月 28 日 木  パソコン基礎

（マウスおよび文字入力と保存、印刷等）

　 ▼ 5 月 29 日 金  ネット＆メール（ペー

ジレイアウトの設定、文作成等） ▼ 6

月 1 日 月  Word2013 基礎  ▼ 6 月

2 日 火  Excel2013 基礎 A  ▼ 6 月

3 日 水  Excel2013 基礎 B　※受講

は 5 日間でワンセットになります。

【時間】9:00 ～ 12:00

【場所】仙北市総合情報センター

【申込期間】5 月 20 日 水 まで

【募集人数】10 人程度

【参加料】無料

【申込方法】各地域センター、角館中町庁

舎、仙北市内のコンビニに申込書が置

いてありますのでご記入のうえ、商工

課までご提出ください。

【申込・問合せ】仙北市商工課  ☎ 43-

3351

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

たざわこクラフト市
　思い出の潟分校で陶器や布小物など手

作りの品を販売。県内外から約 30 人が

出店します。

【日時】5 月 23 日 土・24 日 日  10:00

～ 16:00

【会場】思い出の潟分校

【入場】200 円（校舎保護協力金）

【問合せ】たざわこクラフト市実行委員会  

桜田  ☎ 090-4631-3376

OSHIRASE NAVIイベント

求職者講習のお知らせ
「パソコン初級科」受講生募集

　パソコンを活用した文書作成、表計算、

プレゼンテーション等の各種ソフト活用

法、インターネットに関する基礎知識や

技能を習得し、各種の OA ソフトを活用

したパソコン操作ができる人材として、

早期再就職を支援します。

【講習期間】6 月 30 日 火 ～ 9 月 29 日 火 

（土・日・祝日・8/13 ～ 8/15 を除く、

3 か月・60 日間）

【講習時間】9:00 ～ 16:00

【会場】仙北市内（現在未定のため、決定

次第受講者に連絡）

【講習内容】エクセル基本・応用、ワード

基本・応用、パワーポイント操作等

【定員】15 人

【受講料】無料（教材費等は受講者負担）

【対象者】ハローワークに求職の申し込み

をしている求職者で、ハローワークか

らの受講あっせんを受けた方

【申込期間】6 月 9 日 火 まで。希望者は

ハローワークにお申し込みください。

【面接と適性検査】6 月 17 日 水  9:00

～（受付 8:45 ～）  会場：大曲技術専

門校（大仙市大曲川原町 2-30）

【申込・問合せ】ハローワーク角館  ☎

54-2434

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

原稿用紙に「あきた」を載せてください
「第２回ふるさと秋田文学賞」

作品募集中！
　秋田県を舞台とした、あるいは秋田県

内の自然・人物・文化・風土・物産など

を題材とした、随筆・小説・紀行文を募

集します。

【賞】 ▼最優秀賞 1 編…県産品と賞金 50

万円  ▼優秀賞 1 編…賞金 5 万円

【募集締切】8 月 31 日 月  

【問合せ】秋田県企画振興部 総合政策課  

☎ 018-862-5200　※詳細は、HP

「美の国あきたネット」、HP「あきたブッ

クネット」に掲載しています。

OSHIRASE NAVI募　集

県営住宅の入居者募集
【募集住宅】県営船場町住宅（大仙市大曲

船場町）

【募集戸数】3DK  2 戸

【募集期間】5 月 18 日 月 ～ 29 日 金

【入居可能日】6 月 17 日 水 以降

【その他】◎申込者が募集戸数を超えた場

合、公開抽選となります。◎単身入居

は出来ません。◎申込みにあたり、世

帯の収入基準等の条件があります。

【問合せ】平鹿地域振興局 建設部建築課

☎ 0182-32-6206

OSHIRASE NAVI募　集

無料法律相談を開催します
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】5 月 27 日 水 13:30 ～

【会場】角館交流センター 相談室

【相談員】久島憲晴弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】事前に電話予約が必要です。

総務課総務係に電話であらかじめ予約

してください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎ 43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

無料人権・困りごと
特設相談所
　悩みごと・困りごとはありませんか？

人権擁護委員が相談に応じます。相談無

料、秘密厳守。ひとりで悩まず相談して

ください。

【日時】6 月 1 日 月 10:00 ～ 15:00

【会場】仙北市役所角館庁舎、田沢湖総合

開発センター、社会福祉協議会西木支所

【問合せ】 ▼秋田地方法務局大曲支局  ☎

0187-63-2100  ▼ みんなの人権

110 番  ☎ 0570-003-110  ▼ 子

どもの人権 110 番  ☎ 0120-007-

110  ▼女性の人権ホットライン  ☎

0570-070-810

【仙北市人権擁護委員】
◆角館地区

　草薙 紀雄（白岩）☎ 55-2803

　黒澤 福子（山谷川崎）☎ 54-2283

　茂木 一代（小勝田）☎ 54-3577

◆田沢湖地区

　清水 力（卒田）☎ 44-2470

　竹田 幸博（生保内）☎ 43-3116

　高橋 英幸（田沢）☎ 42-2424

◆西木地区

　門脇 主彦（上桧木内）☎ 49-2451

　伊東 和子（桧木内）☎ 48-2921 

OSHIRASE NAVI相　談

花のある街づくりコンクール最優秀賞
荒澤映子さんのお庭公開日
　仙北市・花のある街づくりコンクール

で、昨年個人最優秀賞に輝いた荒澤映子

さんのお庭を公開します。バラを中心と

した洋花の庭や山野草などめずらしい花

もいっぱい。花好きな方はこの機会にぜ

ひ足を運んでみてはいかがですか。もち

ろん無料公開です。

【日程】5 月 23 日 土・24 日 日  

【時間】9:00 ～ 16:00 頃まで

【場所】田沢湖神代字珍重屋敷 262-1（神

代小学校そば）

【問合せ】荒澤  ☎ 44-3147

OSHIRASE NAVIイベント

秋田県ひとり親家庭就業・自立支援センター開催講習会
調理師試験対応講習会

【受講対象者】①秋田県内に在住するひとり親家庭の母や父、寡婦等  ②県北・県南の方

については、調理師試験受験条件を満たしている方  ※県北・県南地域の調理師試験（都

道府県が行う）受験希望者は事前にセンターへご連絡ください。

【講習期間】6 月 26 日 金・29 日 月 、7 月 1 日 水 、8 月 11 日 火 （秋田会場）

【時間】9:00 ～ 17:00

【定員】20 人

【会場】 ▼秋田会場：秋田県社会福祉会館 9 階  会議室  ▼県北・県南会場：各地域調理

師会

【受講料】無料  ※テキスト代（概ね 3,000 円）は実費となります。

【申込方法】申込書（写真添付）にてお申し込みください。申込書は仙北市子育て推進課（☎

43-2280）、県各地域振興局福祉環境部、各ハローワーク、各郡市母子寡婦福祉連合会、

各母子生活支援施設に置いてあります。

【申込締切】6 月 12 日 金  

【申込・問合せ】秋田県ひとり親家庭就業・自立支援センター  ☎ 018-896-1531  

FAX  018-866-2166  E-mail  jiritusien@blue.ocn.ne.jp

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

土地改良区合併に向けての組合員説明会開催について
　角館町白岩地区の一部受益を含む仙北平野地区と隣接の 10 土地改良区の合併協議が

整い、来る７月 10 日合併予備契約の調印を行います。仙北平野、七滝、仙北南部、仙

平東部、横堀、仙平豊川、中仙南、清水北部、鶯野、六郷町の 10 土地改良区の関係組

合員を対象に次のとおり組合員説明会を開催します。組合員であれば、どの会場でも出

席できます。※関係土地改良区に説明会用のパンフレットがあります。

【日時・会場】 ▼ 6 月 9 日 火 中仙市民会館 ドンパル  ▼ 6 月 10 日 水 仙北ふれあい文

化センター  ▼ 6 月 11 日 木 美郷町公民館  ▼ 6 月 13 日 土 太田文化プラザ  ▼ 6 月

17 日 水 大曲市民会館・小ホール（大曲中央公民館）　　各会場 15:00 ～

【問合せ】秋田県仙北平野土地改良区 事務局  ☎ 0187-62-0180

OSHIRASE NAVIお知らせ

平成２７年度慰霊巡拝について
　厚生労働省では、旧主要戦域等において戦没者を慰霊するため、ご遺族を対象とした

慰霊巡拝を実施しています。平成 27 年度は次の地域で実施予定ですので、参加を希望

される場合は下記までお問い合わせください。（実施地域）旧ソ連、中国東北部、硫黄島、

東部ニューギニア、インドネシア、北ボルネオ、パラオ、フィリピン

【問合せ】 ▼秋田県健康福祉部 福祉政策課援護班  ☎ 018-860-1318 ▼仙北市社会福

祉課  ☎ 43-2288

OSHIRASE NAVIお知らせ

税務職員を装った不審な電話
にご注意ください
　国税局や税務職員を名乗る者から電話

があり、アンケートや年金受給調査と称

して、年齢や家族構成、年金の受給状況、

預金残高や口座情報などについて聞き出

そうとする事例が発生しています。この

ような電話は、詐欺事件につながる可能

性がありますので、ご注意ください。※

税務職員が納税者の皆さまに電話でお問

い合わせする場合は、提出していただい

た申告書等を基にその内容をご本人に確

認することを原則としています。

不審な点があるときは、即答を避
け、最寄りの税務署または警察署
にお問い合わせください

【詳しくは】国税庁ホームページをご覧く

ださい  HP http://www.nta.go.jp

OSHIRASE NAVIお知らせ
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１６ 土

１７ 日

１８ 月

●普通共用林野区域内入山許可証交付 6月18日まで（田沢湖・角館・西木庁舎・各出張所） P4

●献血（詳しい時間・場所は11ページをご覧ください） P11

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木公民館 10：00 ～12：00） 5/1･P17

●犬の登録・春の狂犬病予防集合注射【西木地区】（詳しい時間・場所は 4 月16日号10 ペー
ジをご覧ください） 4/16･P10

１９ 火
●鎧畑ダム管理演習（鎧畑ダム～堂田警報所 9：00 ～17：00） 5/1･P19

●犬の登録・春の狂犬病予防集合注射【西木地区】（詳しい時間・場所は 4 月16日号10 ペー
ジをご覧ください） 4/16･P10

２０ 水

●えくぼの会（角館交流センター10：00 ～14：00） 5/1･P9

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） 5/1･P9

●ふるさと講座「山の湖の物語」の世界（田沢湖総合開発センター13：30 ～15：00） 5/1･P12

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） 5/1･P17

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） 5/1･P17

●犬の登録・春の狂犬病予防集合注射【角館地区】（詳しい時間・場所は 4 月16日号10 ペー
ジをご覧ください） 4/16･P10

２１ 木

●『看護の日』フェア（市立角館総合病院フロント前 9：00 ～12：00） 5/1･P9

●ヘルシースリム講座（角館交流センター18：00 ～19：30） 5/1･P12

●行政相談所開設日（角館交流センター13：00 ～16：00） 5/1･P17

●犬の登録・春の狂犬病予防集合注射【角館地区】（詳しい時間・場所は 4 月16日号10 ペー
ジをご覧ください） 4/16･P10

２２ 金
●笑いの会（健康管理センター10：00 ～11：30） 5/1･P9

●わくわく広場（さくラッコ10：00 ～11：30） 5/1･P15

●チャリティーフリーマーケット（角館交流センター10：00 ～15：00） 5/1･P16

２３ 土

●荒澤映子さんのお庭公開日（田沢湖神代字珍重屋敷 262-1　9：00 ～16：00 頃） P14

●たざわこクラフト市（思い出の潟分校10：00 ～16：00） P14

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） 5/1･P13

●古民家再生ビッキ倶楽部みんなで楽しむ 古民家コンサート（田沢湖生保内字相内端 63　15：
00 開演）　※主催者の都合により中止となりました 5/1･P16

２４ 日
●献血（ワンダーモール10：00 ～12：00、13：00 ～16：00） P11

●荒澤映子さんのお庭公開日（田沢湖神代字珍重屋敷 262-1　9：00 ～16：00 頃） P14

●たざわこクラフト市（思い出の潟分校10：00 ～16：00） P14

２５ 月

２６ 火 ●こころの相談（角館交流センター） 5/1･P9

２７ 水
●チャレンジデー2015（0：00 ～ 21：00） P5

●山野草の寄せ植え教室（西木公民館 13：30 ～15：30） P12

●無料法律相談（角館交流センター13：30 ～） P15

２８ 木

●第1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～12：00） P14

●ヘルシースリム講座（角館交流センター18：00 ～19：30） 5/1･P12

●手作り教室（田沢湖図書館 10：00 ～） 5/1･P13

●すくすく成長記録Day（さくラッコ10：30 ～11：30） 5/1･P15

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16：00） 5/1･P17

２９ 金
●夜間納税窓口開設日（田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～19：00） P10

●第1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～12：00） P14

３０ 土

３１ 日
●にしきのフラワーロード105一斉植栽日（西木町堂村～西荒井間 8：30 ～） P12

●花の市（西木庁舎駐車場10：00 ～14：00） P12

●花とハーブの寄せ植え講座（西木庁舎駐車場13：30 ～14：00） P12

6/
１ 月

●秋田駒ヶ岳山開き（駒ヶ岳八合目登山口10：10 ～） P4

●第1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～12：00） P14

●無料人権・困りごと特設相談所開設日（角館庁舎、田沢湖総合開発センター、社会福祉協議
会西木支所 10：00 ～15：00） P15

２ 火 ●第1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～12：00） P14
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広報担当者の

SR　例年、仕事やプライベート
で「どっと疲れるけど充実した
連休」を過ごしていましたが、
今年はその振り幅が小さく、「そ
んなに疲れも充実もしない連休」
となってしまいました。何か爪
痕を残したいと思い、始めた家
庭菜園。雑草をも食す我が家の
犬がもの珍しそうに苗の匂いを
嗅いでいます。自分が実を食べ
れるか心配です。

TK　4月下旬から5月の連休にか
けて季節外れの暑さが続きました。
ちょうど取材や桜まつりの係で
外出する機会が重なり、まだ 5
月なのに日焼け。一足先に夏を
迎えた気分で油断していた私は
連休と暑い日が終わったと同時
に風邪気味に。季節の変わり目
に振り回されています。

MT　生保内公園のつつじ祭り開
催前のクリーンアップの取材に
行ってきました。地域住民が一
体となり清掃活動する姿を頼も
しく感じ、公園を守ろうという
意識の高さがうかがえました。
このような活動があって景観が
保たれ、つつじの観賞も気持ち
よくできるのだと思いました。
開花は早めなのでお見逃しなく。
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